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代表取締役

環境マネジメン卜システムの名称 ISOl4001 

通H１範Uii リゾートトラスト株式会社エクシブ京都八瀬離宮

導入年）］日 2006年７月７日

認証番号 ＪＱＡ－ＥＭ５４１６ 

基本方針

環境ｌｉｌ的・目標を設定し、環境マネジメントシステムの継続的な維持・改涛に努める。

全ﾈl:fiが地球環境の観点に)rち、環境汚染の予防に努めるとともに、省エネルギー・省資
源・リサイクルの促進、環境保全啓蒙活動など環境負荷の低減を図る゜
環境レボートエコファースト制度を通じてブランド強化を推進する。

環境に配慮した事業活動を日当上的に進めていくためのl]標（以下「目
標」という。）

節水:蕊礎データの収集により来年度以降の効率の良い節水活動

節電：CO2排出量を削減し1iii年比１％の削減
２１ヨゴミ排出鼓の削減：堆肥化装置を使用し環境に配慮した経費削減
エコキヤップの回収：前年比5％向上
エコ商品の積極的仕入れ：商品の見直しと代替品の調査による仕人率アップ/仕入シェア
率50％

目標を運成するための取組の内容

節水:厩月のホテル全体の便H1料の把握と各コーナーの節水指導

節電：館内の不要な電気の消灯・蛍光灯の削減・ＥＶホールなどの省エネ球の変更
f'三ゴミ排1U量の削減：１日300kgの投入による唯11Uの作成
エコキャップの回収：毎月のエコキャップ推進協会への提供
エコ商品の積極的仕入れ：事務用品等のエコ商品の仕入

目標を連成するための取組の進捗状祝

節水:便１１]料の前年比較蕊Yiliが違う為現在は対前年100％を推移

節電：省エネ球・LED球の変更、利用されていない部屋等のブラケット消灯などにより
３％の削減

21三ゴミ排出錘の削減：取組予定通りの進捗で生ゴミの堆肥化を実行中
エコキヤッブの回収：今期に於いては4-6月で39,120個の回収と寄付
エコ商品の積極的仕入れ：現在のシェア率49.6％

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

概ね計lUji通りに取り組むことができている。

事業活動に係る法令の遵守の状祝

ISOミーティングと称した会識は毎月内部で行い、月に１回確認は行っている。

今回『廃棄物の処理及び清掃に関する法律』において『産業廃棄物管理票に関する報冑書
を作成し都道府県知事に提{Ⅱしなければならない』としているが、当施設において廃棄物
交付等状況報告書を過去2年分未提出であったことがわかった。

環境マネジメントシステムの評価及び兇１１ゴしの内容

評価・兄Ii乳しの必要性については、原則１年に１回実施している。

平成22年度においては、現行の目標や取組内容からも一定の評価・成果が見られていると
いうことから、平成23年度もｌｉ１－システムにより運１１)する。


